
9月26日（木）　2024年度秋季リーグ戦第４節２回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

阪公大 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

大阪大 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 根来 2 3 0 0 1 指 平岡 3 4 1 0

2 遊 疋田 3 2 0 0 2 二 神里 4 4 1 0

3 右 前田 2 3 0 0 3 右 佐竹 4 4 2 0

4 指 中村 4 4 1 0 遊 片山 3 0 0 0

走指 京橋 3 0 0 0 4 三 坂元 4 4 0 0

5 左 林 1 3 0 0 5 一 富永 3 4 1 0

6 三 石守 3 3 0 0 走 中原 3 0 0 0

7 一 大西 3 3 0 0 6 左 西塔 3 1 0 0

8 二 樋口 3 3 1 1 走中 林 3 0 0 0

9 捕 小田竜 3 3 0 0 打 笹谷 4 1 0 0

投 吉岡 2 - - - 7 捕 小林魁 2 3 0 0

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 8 中左 山下 2 3 1 0

2 6 3 0 0 27 2 1 9 遊 西口 4 2 0 0

打 岡部 2 1 1 0

走右 加藤 2 0 0 0

投 中根 4 - - -

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

5 2 0 2 0 31 7 0

【投手成績】 【投手成績】
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吉岡 9 120 33 31 7 5 2 0 0 中根 9 121 36 27 2 2 6 1 0

合計 9 120 33 31 7 5 2 0 0 合計 9 121 36 27 2 2 6 1 0
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【戦評】

勝利すれば優勝へ王手がかかる重要な一戦。目の前のプレーに集中し確実に勝利を掴もうと臨みました。

１回表、先頭の根来（経２・府立生野）が四球で出塁し、犠打と内野ゴロで三塁まで進みます。あと一本が出ず得点することはできませんが、いきなりのチャンスメイクで攻めます。

先発の吉岡（法２・大阪明星）はその裏、一死から安打を許すも、最後は疋田（工３・広島新庄）の好守もあり、相手打線をしっかり打ち取ります。

２回表、大きなチャンスが訪れます。先頭からの連続四死球で一二塁とすると、続く大西（法３・長田）がバントを決めたかと思いきや相手の失策により無死満塁となります。ここで回ってきた樋口（工３・刈谷）に大き

な期待がかかる中、まさかの死球で押し出しとなり１点を先制します。尚も続く大チャンスに盛り上がる一同ですが、ここから三連続の一邪飛で追加点を得られません。

吉岡は５回まで、死球や安打で出塁されることはあるものの安定した投球を見せ、５回５９球と順調に相手を抑えます。

一方の阪公大打線も２回以降、四球での出塁はあるもののなかなか安打がなく、思うように攻撃ができません。

６回裏、吉岡は一死から安打を放たれると、二死からも安打を許し一三塁のピンチを背負います。しかし続く四番打者から三振を奪い、失点なく切り抜けます。

７回表、先頭の樋口がライト線への二塁打を放ち、２節以来の安打にベンチは大盛り上がりを見せます。続く犠打で一死三塁としますが、ここでスクイズに失敗し追加点とはなりません。

７回裏、一死から死球で出塁を許すと、二死としてから安打を放たれます。しかしここは相手走者の走塁ミスにより、三塁でタッチアウトしピンチを凌ぎます。

何としても追加点が欲しい打線は８回表、一死から中村（文４・市立西京）が初球を捉え、二塁を狙いヘッドスライディングし、二塁打となります。しかしこのチャンスを活かせず、後続が打ち取られます。

１点も許せない空気に緊張が走る８回裏、吉岡は先頭に二塁打を許します。さらに緊張は高まりますが、ここから着実に相手を打ち取り、得点を与えません。

守るだけとなった９回裏、一死としてから安打を放たれ同点の走者を許します。しかし、最後は石守（経３・札幌開成中等教育学校）の安定した守備で併殺し、昨日に続き完封で試合終了。１ー０で勝利いたしました。


